A Quantitative Analysis for Information Evaluation of the Private and Social Value by 辻 正雄
89
早杷国蘭讐＾314・315合餅号
昭　和　61　隼　2　月
情報の私的および杜会的価値の
　　　評価に関する数量分析
辻　　　正　　雄
11はじめに
　「どうして会計情報に対する需要が生れるのか」という間い掛けに対して，
情報評価理論の立場からは，2つの答えが提傑されている。その第ユは，会計
清報の利用著である意思決定者にとって，それが経済的価値をもつからである，
という答えである。これは，意思決定老がその情報を利用することにより，そ
の情報が入手しえない場合と比較して，彼の意思決定を改善しうる1という情
鞭の意思決定を支援する役割をよりどころとする考え方である。もしこの答え
が会計情報の利用に係わるいかなる状況にも妥当するのであるならぽ1残され
た悶題は，情報の利用効果がそのコストを上回るものか否かを分析することに
なる。
　篤2の答えは，エイジュ：■シー関係が存在する状況において・ブリソシパル
がエイジユントの行動をチェツクし，そチベーションを与えるために・あるい
はユイジエ＝ノトが自らの行動の正当性を立証するために，会計情報が利用され
る・とするものである。経営着が部門管理老に決定権隈を委歓しながら・業績
管題システムによって管理者の行動が経営目標に整合的なものになるようにむ
くことや，所有者である株主に対して受託責任を負うている経営者が・作成す
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る財務諸表について独立した第三奏である公認会計士の監査を受けることは，
この考え方によって説明されうる。
　本稿の目的は，上記の第1の答えが，鍍数の利害関係者が存在する状況にお
いて，常に妥当するものではないことを，いくつかのケースについて明らかに
することにある。会計における情報評価理論の基本的アプローチが，会計情報
の利用によって意思決定の緒果がどれ程改善されうるかを評価することをその
主要た目的としているならぱ，価値体系を異にするぱかりでなく，状況に対し
ても異なる判断をもつ複数の意思決定者の存在を前提とする分析が不可欠なも
のとなる。
　多様な個人の選好関係からどのようにして杜会全体の選好関係を導くかの間
題は，周知のように厚生経済学における杜会的選択の理論の研究対象であ私
ところが，この問題については，アP一によって，彼の立てた4つの公準に整
合的な方式で解決することは不可能であることが証明されている〔Arrow1
1963〕。会計政策論の領域において，このアローのパラドヅクスから逃れる道
は・アローの公準を緩和しうる可能性を検討するカ㍉あるいはアローの定義す
る杜会的厚生関数よりも隈定された選好関係を導出するという間題に醤き換え
るか・であろう。川しかし，会計政策の間題を経済的合理性を貫徹して解決す
ることができずに，政治の中でその決定が争われねぱならない現状は，そのい
ずれの道もきわめて険しいことを物語っている。ω
2．分析の基本モデル
　情報が複数の利用者によって共有され，公的に利用される場合における傍報
評価の問題は、各利用者がそれぞれ私的に情報を利用する場合におけるそれと
根本的に異なるものになることは，容易に捲測される。それでは，どのよう仁
その間題は異なってくるのであろうか。以下では，この疑間に答えるために使
われる基本モデルについて記述することから始めよう。個1
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　いま、1種類の経済財だけが取引される最も単純な経済杜会に，2つのタイ
プの意思決定老が存在している状況を想定しよう。そこでは，現時点（0）と
将来の特定時点（1）の2時点だけが区別され，将来の不確実な環境状態は，
aあるいはbの2糧類の中いずれかである、と仮定される。この経済杜会では，
将来の環境状態に依存する「条件付き財」，たとえぱ，r将来aの状態が生起し
たならぱ，財を1単位引き渡す」という契約を，市揚で自由に売買することが
できる。ω
　タイプiのメンバーが所有している現在財をxl。，状態aが生起したときに
入手しうる将来財を対で，状態bが生起したときに入手Lうる将来財を洲
で，それぞれ表わすことにする。そこで，メンバーiの全財産は・（XiOl　X註・
蛸）というベクトルで示される。各メソバーの意思決定は，この財産を市場で
取引きし，自己の期待劾用が最大となるような消費計繭C宇昌（眺cボ・cボ）
を定めることである。
　現在財の価格P。をニューメレールにとって，将来財の価格をPF・耐とす
ると，・メンバーiの全財産W1は，（1）式で計算される。
　　　W、ヨx，o＋Pf刈十PP対　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
メンパーiの効用関数をU、（・）と表わすと，彼の決定間題は，Wiの制約の
内で、消費計画C、のもたらす期待効用EU1（Cl）を最大化することであるか
ら1（2）のように書き表わすことができる。
　員的関数：　max　EU1（C1）
　　　　　　CiO1C5，C豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　制約条件：cio＋酎c丘十P｝c昆＜W’
　　　　　　　　c1o，c品，c塁；≧0
　市場の均衡状態において，各メ：■パーが最適行動を選択した繕果として形成
される価狢の下で，各財の需要と供給は一致する。この均衡条件は・（3）の成立
によって艦される。
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　　　Σ1X10呂Σl　Cm
　　　i　　　　　1　　　Σ軸昌Σ・品　　　　　　　　　　　　（3）
　　　i　　　　　　1
　　　ΣXトΣC品
　　　1　　　　　1　以上の基本的なフレームワークの中に，メンパーの具体的な価値体系と不確
実性に対する確率信念を組み入れると，メンバーの決定間題を解くことができ
る。そのとき，代替的な情報システムの下でどのような緒果が導かれるかを示
すことに，このモデル分析のねらいがある。帽〕
3．　同質た選好と同質な確率信念
　チームの理論で仮定されているように，メソバーの効用関数と確率信念が共
に同質的であるケースから，分析を始めることにLよう。劾用関数とLて，自
然対数の関数を仮定し，共通の確率信念を，φ（S。）およぴφ（S・）で表わすこ
とにする。消費計画C一のもたらす期待効用は，（4）と計算される。
　　　EUI（C一）冒1n　cio＋φ（s。）1n　c計十φ（s。）1n　c品　　　　　　　　　　　　（4）
本稿の分析ではいくつかのヶ一スについて導かれる緒果を相互に比較する必要
があるため，各ヶ一スについて条件と結果を，表1の形式に要約することにし
よう。
　　　　　　　　　　　衰1　単純な経済杜会モデル
　　　初期財産　　確　率　　均衡価格　　　消　費　計　画
　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　2一　一一．．．一止一一．一　＿．一．．一…一一．I一一一ノ
　　　X10　　×20　　　　　　　　pO　　　　C1O　　　　C20
　　　軌　　x呈。　　φ（9凪）　　　P呈　　　c呈。　　　c昇・
　　　端　　砧1　　φ（S・）　　　PP　　　C｝。　　・盲・一＿一一一一、一一．．一＿一一一一一．一．一一一、、．．一一一．川一ノ
　ラグランジュ乗数法を使い，メンバ＿iの決定問題（2）を解くと，（5）の緒果が
得られる。
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　　　　　　φ（s。）Wi　　　Cボ＝一一　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　2pP
　　　　　　φ（s・）W1　　　c貯＝　　　　　　　2耐
　ここで，市場での交換敢引を行う直前の時点における各メソパーの財産ベク
トルが，Xド（100，0，O）とXド（100，50，30）で与えられ・共通の確率信
念が，φ（S。）Eφ（Sb）＝・ノ2であるとする。将来の状態に関して何の情報も存在
しない場合，均衡解は表2に要約されるとおりであ私
　　　　　　　　　　　　豪2　無情報システム
　　　初期財産　　確　率　　均衡価格　　　消　費　計　画
㌧∴、・一＿＿、＿、一．…」．、＿．．．∴、、．、．．．．一」＿、＿
　　　100　100　　　　　　　1　　　50　　150　　　　　　　50　・加　　　2　　伽　　冊加
　　　　　　　30　・加　　　・・加　　岬・　　外
　醐1（q）＝1・50＋・ゆ蝸／・十1／・1州・；6・1823
　町（笥）昌1・150＋・1・1・・垣／・十1μ州ド8・3796
ζのとき，メンバー1の得る期待効用は6．1823，メソバー2のそれは8・3796で
ある。衰2の繕果は，以下の分析において比蚊の基準として使われ㍍
　さて，この経済杜会に公開の完全情報ツステム伽が存在し・将来生起する
環境状態に関して正しい情報が，ゼpの費用で杜会の全メソバーに提侠される
ものとしよう。完全情報を受げ取ったときに，各メソバーは将来の状態がa・
bのいずれであるか正しく釦ること’ができるので，不確実性は完全に無くな
㌔したがって，この公開完全情報システムη阯の下において・均衡解は生起
す乏状態に応じて求められ，表。のよ1に要約される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　825
94　　　　　　　　　　　早稲田商学第314・315合併号
　　　　　　　　　　衰3　公開完全情報システムη日
　　均衡価格　　　　　消　　費　　計　　画
　　　a　　　　b　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　b
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　　1　　　　2
　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　150　　　　　　　50　　　　　　150
　　　　4　　　　　　　　　95μ　　70μ
　　　　　　90加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊／，　　　　仙ノ2
　EU1（C引ηo）昌（1加）U1（C引9o）十（1加）U1（C引8b）＝6．1823
　EU2（C引伽）冒（1加）U2（C引9＾）十（1加）U2（Cξ18向）38．3796
　表2と表3の比較から，次のことがらが見い出される。第1に，いずれかの
状態が真であることが分かれぽ，他の状態は生起しえないために，完全晴報が
公開された後に条件付き契約は存在しえない。したがって，第2に，消費計画
の対象となる財の樽成が変わる以上，均衡価格が異なってくるのは当然のこと
である。しかしながら，第3に，表3の消費計函は完全情報を利用した最適決
定であるが，完全情報が公開される事前の段階から爾方の消讐計画を比改して
みると，両者に養異が無いことが分かる。その繕果，各メンバーの期待効用は・
表2と表3とでまったく等しい値となっている。第4に、この事実は，耐と
PPの価格比率を表2と表3について計算してみると，共にo／5と等しくなって
いることからも裏付けられる。以上の繕果から，完全特報システムが杜会の諺
にでも利用できるように公開されるときには、この仮説的た経済杜会において
各メンバーにとっても，杜会全体にとっても，それは何の経済的価値をも牝ら
すものではない，と言うことができる。
　情報が不完金なものであるとき，上述の繕果はなお妥当するであろうか。い
ま・不完全情報システムηが（6）に示される情報榊造1をもつとしよう。
　　　1一［ll：llll　　　　　（・）
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このシステムによれぱ，状態aが生起するときにはO．9の確率で正しいメヅセ
ージを伝えるが，O．1の確率で誤ったメヅセージも伝達する。状態bが生起す
る場合には，精度が低下L，0．7の確率で正しいメッセージが伝えられる。ベ
イズの定理に従って，各メヅセージ（y。あるいはyo）を受げとったとき，状
態s。の生起する確率と状態s。の生起する確率が，事後確率とLて計算され
る。
　公開の不完全情報システムηの下において，各メヅセージが得られたときの
均衡価格と各メソバーの消費計画は，表4に要約される。
　　　　　　　　　豪4　公開不完全筒報システムη
　　専後確率　　　均衡価格　　　消　　費　　計　　画
　　y皿　　　　yb　　　　　　y乱　　　　ylj　　　　　　　　y皿　　　　　　　　　　　　　　yb
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　2　　　　　1　　　2
　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　50　　　　150　　　　　　　　　50　　　　150
　　一μ　　　1ん　　　　3　　　1μ　　　”μ　　冊μ　　　　g5加　　冊わ
　1μ　　　㍗8　　　0加　　洲ん　　　一5加　　45加　　　　15加　　45／2
EU1（C主1η）＝（畠加）U1（C引yo）十（，加）U1（C引yb）雪6．1823
恥（C引η）冨（1加）U。（C：ly。）十（・加）U，（C舳）＝8．3796
状態s。の生起を予測するメッセージy．が伝遵されると，Pト3，P芋昌o／8と
なり、状態S。の生起を予測するメッセージybが伝えられるときには，Pデ冨
1ん・Pト眺ノ。となる。このように，表4の均衡価格は伝達されるメヅセージに
ようて変化しており，無情報および公開完全清報システムの下におげる場合と
は異なる値となっている。しかしながら，各メンバーの消費針画は，2つの前
システムの下における場合とまったく同一である。ここでも，各メヅセージの
俸迅される確率を考応して．期待価格の比率を計算すると，2つの前システム
におけると同様に8ノ。となっている。⑥
以上の分析結果から，前節で仮定された経済杜会においては，それが完全で
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あれ不完全であれ，杜会のすぺてのメンバーに公開される情報は，メソバi
が同質的な選好と確率信念を有するならぱ，経済的価値をもたないことが分か
る。
　それでは，情報が1人のメンバーのみに利用可能となるような私的な情報ツ
ステムが存在する場合には，どのような結果が導かれるであろうか。いま，メ
ンバー1のみが完全情報を入手することができる，と仮定する。その場合の均
衡価格と2人の消費計画は，表5に要約されている。以前の緒果とは異なり・
　　　　　　衰5　メンパー1の私的完全情報システムηo
　均衡価格　　　　　消　　費　　計　　画
　　　a　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　b
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　　1　　　　2
　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　i50　　　　　　　50　　　　　　150
　　5μ　　叩3　　　　　　20　　30　　　　　50
　　5加　g5加　　　　　　　　　　30　　12　　18
EU1（C引ηo）二6．2524，　EU2（Cξ）＝8．4118
2人の消費計画に変化が現われている。興味深いことに，私的に完全情報を利
用できるメンバー1の期待効用だけではなく，利用できないメソバー2の期待
効用も増加している。もしも完全情報のコストが情報を専有するメソバー1の
みによって負担されるとすれぱ，メンバー2はその情報を使わずに，ゼロのコ
ストでその恩恵に浴することになる。しかし，より多い期待効用の増加を享受
できるのは，その情報を利用するメンバー1の方である。
　上記の場合とは反対に，メ：■バー2のみが完全情報を入手できることになる
と，緒果は表6に示されるように，上記とは逆の状況が生れてくる。すなわち・
両者ともに期待効用を増加することができるが，情報利用者であるメンバー2
に有利に作用している。
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　　　　　衰6　メソバー2の私的完全筒報ツステム伽
　均衡価格　　　　　消　　費　　計　　画
　　a　　　b　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　b
　　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　　1　　　　2
　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　150　　　　　　　50　　　　　　150
　　ψ　　ψ　　　　　　叩　　岬7　　50
　　伽　E日加　　　　　　30　　　　　舳〃　　・日伽
EU1（Cチ）昌6．5957，　EU2（C言1伽）冒8．5131
　不完全情報システムが私的に利用される場合にも，同様のことが言えること
が分かる。（6）でその構造が与えられる不完全情報システムが，メンパー1ある
いはメンバー2に私的に専有されるときの結果が，表7と表8にまとめられて
いる。
　　　　　　衰一　メソバー1の私的不完全情報システムη
　　事後研躍　均衡価格　　消　費　書十　函
　　y乱　　　　yb　　　　　　　y皿　　　　y1〕　　　　　　　　　y山　　　　　　　　　　y0
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　1　　2
　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　　50　　　　150　　　　　50　　　　150
　　％　伽　　　仏　怖　　怖　加0／島　50畑　榊1
　　仙　　仏　　伽　榊　　　仰　1叩　仰・　測伽
　EU1（C引η）＝6．3046，　1…＝U2（Cξ）＝8．3915
　　　　　　衰8　メンバー2の私的不完全筒報システムη
、＼㌔、＿＿．＿．．＿＿＿＿」＿＿＿．＿一．．＿．．．一＿．＿＿．＿．．＿．．、．＿一．．．．＿＿＿一．一一一一＿一一一一一・一一・・一一一一・・一一…一・一一・一一…一一一一・一一
＿工、竺1率　均．、㌻｛一久止．。＿戸、…．タ＿平．．…撃．．．．．＿．．
　　y8　　　　　yo　　　　　　　　y＾　　　　　yb　　　　　　　　　　y＾　　　　　　　　　　　yb
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　　1　　2
　　　　　　　　　　1　　1　　　50　150　　50　150
　　・ん　・／。　　・・μ　η・　・①0／・・’。0／・　仰　岬・
＼JL⊥．9伽．竺．一＿一㌧、18…し1珊μ
　恥1（Cぎ）43039、恥（C引η）呂＆3969
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　以上の分析結果から，本稿で仮定される経済杜会において，次の2つのこと
がらが指摘される。第1に，メンバーが同質的な選好と確率信念をもつ場合、
情報が完全であろうが不完全であろうが，杜会に公開されるよりも私的に専有
される方が，杜会のメンバーにとってパレート優位な状態をもたらす。したが
って，情報をもたなくとも，情報コストを負担せずにフリーライダーとして，
情報システムの効果の便益を受けとることが可能となる。しかし，第2に，情
報のコストが相対的に少額であるならぱ，フリーライグーでいるよりも自らが
情報を専有した方が，より多く期待効用を増加させることができる。それゆ
えに，自分だげが情報を獲得したい，というインセンテ4ブが働くことにな
る。
4．異質な選好と同質な確率信念
　前節で導かれた結論は，2人のメンパーが異質な効用関数をもつが，確率宿
念については同質的であるヶ一スにおいてもなお妥当するのであろうか。その
分析のために，メンパー2の効用関数は，リスク回避型のぺき乗関数で与えら
れるものと仮定しよう。したがって，期待効用は，メソバー1が（4）で，メソパ
ー2が（7）で計算される。
　　　EU・（C・）＝ノ訂十φ（s。）〉亙十φ（so）河　　　　　　　　　　　　　（7）
　まずはじめに，無情報システムの下における分析から始めよう。劾用関数が
異質的であるために，ラグラ：■ジュ乗数法を適用して求めた解は，前節のよう
に解析的に導出することができないので，コンピュータを使った数値解析によ
り得られたものである。
　表9において，メンバー2の期待効用が薯しく増大しているのは，効用関蚊
が以前とは異質なものであることに帰因している。しかし，以前と同じ効用関
数をもつメ：■バー1の期待効用も増加している点は．注目される。これは，同
質的であるよりも異質的な価値体系をもつ者同志が交換取引をすることの方が1
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　　　　　　　　　　　豪9　無欄報システム
　初期財産　　確率　　均衡価格　　消　費　言十　函
　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2
　100　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　150
　　　　　50　　　　　　1ノ里　　　　　　　　　1．1514　　　　　　　　21．7192　　　　　　28．2871
　　　　　50　　　　　　1加　　　　　　　　　1．6098　　　　　　　　15．5297　　　　　　14．4703
EU1（C主）＝6．8224，　EU2（Cま）；16．8087
互いの劾用を高めることができることを意味している。
　この異質な選好関数をもつ2人に公開の完全情報システムが利用可能である
としたら，消費計画に何らかの変化が起こるであろうか。表10に示されている
ように，その答えはNOである。均衡価格自体はそれぞれ2倍に上昇している
が、価格比率はO．715244と同一水準であり，消費計画にもまったく変化がみら
れない。
　　　　　　　　　　豪10公開完全情報システム仏
　均衡価格　　　　消　　費　　書十　　画
　　a　　　　　b　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　b
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　2　　　　　　1　　　　　2
　工　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　150　　　　　　　　　50　　　　　　　　150
上辿　　　　　21．7129　28．2871　2　　　　　曼世！且．孝．　　　　　　　　　15．5298　ユ4．4703
　　　　　　　6
　EU1（C引牝）＝6．8224，　EU2（C引ηo）雪16．8087
　（6〕の情報構造をもつ不完全情報が公開される場合にも，伝達されるメヅセー
ジに対応して成立する均衡価格は新しい水準に変化していることを除けぽ・消
讐許圃に変化は生じていない。ここでも，各メッセージの伝達される確率で評
飼した期待均衡価格の比率は，O，715244と同一の値を示している。
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100
均　衡　価　格
y胆　　　　　yb
　1　　　　　　1
　1．7271　　　　0．2878
　0．8049　　　2．8172
I…：U1（Cf■η）＝6．8224，
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簑11公開不完全情報システムη
　　　　　　消　　　　費
　　　　　　y皿
　　1　　　　　　　　2
　　　50　　　　　　　150
　21．7129　　　　　　28．2871
　15．5297　　　　　　1414703
EU2（CまIη）＝16．8087
計　　　　画
　　　yb
　1　　　　　　2
　50　　　　　　150
21．7129　　　　28．2871
15．5297　　　　　14．4703
　以上の分析から，メンバーの効用関数が異質なものであっても，確率億念が
同質的である隈り，前節で導かれた結論が妥当することが言える。この分析に
おいて・メンバーの選好と情報の効果とは独立であることが仮定されている。
状態の生起に関する情報が選好関数に何らの影響を与えないものとされるなら
ぱ1上記の結果は，きわめて自然に推測されうる結論かもしれない。しかし，
人間はより確実な情報を入手すると，リスクを顧みない行動をとるように変わ
ることもあるので，この仮定は上記の結論にとって無視しえない制限を加えて
いるとも言える。
　4．　同質な選好と異質な確率信念
　最後に・メンバー2人の選好は同質的であるが，確率信念は異質的である拐
合について・上述の分析を適用することにしよう。そこで，（8）にあるように，
メンバー1は以前と同様な確率僑念を有しているが，メンバー2は争の状態と
bの状態が生起する確からしさを，それぞれ・ノ、および・ノ。と判断しているもの
と仮定する。
　　　φ・（S匝）一／・，φ・（・・）＝・／。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　φ・（・皿）＝’ん，φ・（S・）冒・／丘
　何の情報も提供されない無情報システムの下において，均衡価格と消費計函
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は，表12に要約されている結果となる。注圓すべき点は，2人の期待劾用がと
もに・同質的な確率信念をもっていたケースである表2の値よりも大きくなっ
ていることである。前節において，効用関数が異質な2人の交換取引によって
期待効用が高められたと同様に，ここでも，確率信念が異質な2人の交換取引
によって，同質的な場合におけるよりも犬きな期待効用がもたらされている。
　　　　　　　　　　　表12　無情報システム
　初期財産　　確　率　　均衡伽格　　　　消　費　計　園
　工　　　2　　　1　　2　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　2
　100　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　150
　　　　50　　1加　’ノ丘　　　蜘／m　　　珊o／蜘　　　工刎o畑
　　　　30　　　　　1加　　　　1加　　　　　　　　　n／0　　　　　　　　　　150／u　　　　　　　　　1醐ノエI
亙U1（Cf）＝6．2955，　EU茗（C麦）筥8．5479
　異質な確率信念をもつ2人のメ：■バーに完全情報が公開されるとしたならぱ，
どのよらな状況の変化が現われるであろうか。均衡価格と消費計画は，表13に
亦されるようになり，この結果は2人が同質な確率信念を有していた場合の表
3に一致している。事前の確率判断は異なっていても，完全情報を受け取った
時点で各メンバーは生起する真の状態を知るのであるから，同一の繕果が得ら
れねぱならないはずである。しかし，事前の確率判断が異なれぱ期待効用の値
が変わってくる。このことは，表13におけるメソバー2の期待効用が，表3の
億とは等しくないことに現われている。
　前述までの分析にはなく，このヶ一スにおいて初めて現われた特徴は，完全
樽報が公開されることによって2人の期待効用が減少している点である。完全
情報という最も高い精度をもつ情報が，バレート劣位な状況をもたらすことは，
予想外な繕果と思われるかもしれない。この緒果は，完全情報が公開された時
点において，異質であった2人の確率信念が完全に同質的となり，異質な2人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833
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　　　　　　　　　　豪13公開完全情報システムη・
　事前確率　　均衝価格　　消　費　計　画
　　　　　　　　　　　　a　　　　b　　　　　　a　　　　　　　　　　　b
　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　　　1　　　　2
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　50　　　　　　150　　　　　　　50　　　　　　150
　1μ　4ル　　　　4　　　　・・μ　　冊μ
　1／2　　　1ル　　　　　　　　　　301田　　　　　　　　　　　　　10ノ，　　　　佃1，
　EUI（Cf■ηo）＝6．1823，　EU2（C引ηo）＝8．5328
の交換取引の便益が消滅してしまったために起ったものと考えられる。
　それでは，不完全情報が公開される場合はどうであろうか。ここでも（6）の情
報構造をもつシステムを取り上げ，その構報公開の効果を分析することにしよ
㌔表14の事後確率は，2人の確率信念が情報の公開後にもなお異質であるこ
とを示している。それは，情報が不完全であるために，情報利用著の確率信念
を同質化することができないことに帰因している。しかし，事前の信念におけ
る異質性と比較すれぱ，情報入手後のその程度は減少していることは事実であ
る。
　　　　　　　　　豪14公開不完全情報システムη
　事後確率　　均衡価格　　消　費　計　画
　　y皿　　yb　　　y．　　yb　　　y．　　　　yb
1　2　1　2　　　　　　　　1　　2　1　　2
　　　　　　　　　　　　工　　　　　　　1　　　　　　50　　　　　150　　　　50　　　　　150
ψ仙　伽伽　仰・　W畑　…／。閑…／1。萢㎜伽側・／〃
1μ1加〒加η・…　伽。　…伽　・・加　㍗。　・／、　・・／・
EU・（C：1η）一6．2560，EU。（C引η）呈8．5424
　表14の期待効用を。表12および表13のそれらと比蚊すると，確率信念の昊貫
栓の程度の減少とともに小さくなっていることが分かる。1刊すなわち，公囲の
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完全情報システムの下におけるよりも大きいが，無情報システムの下における
よりも小さな値となっている。いずれにせよ、本稿の仮定する経済杜会におい
て，メンバーが異質な確率信念をもつ場合，清報の公開はバレート劣位な繕果
をもたらし、メ：／パーにとっては無価値どころカ㍉経済的な損失を被ることに
なる。
　ところが，このような異質な確率信念をもつメ：／パーの経済杜会であっても，
む報が私的に専有される場合には，上述のものとは異なる展開が生れてくる。
その状況は，以下に示されるように，同質な確率僑念をもつメソバーの経済杜
会においてみられた緒果ときわめて類似している。
　重ず、メンバー1のみが不完全情報ツステムを専有しているとすると，繕果
は蒙15に要約されているように，情報の存在しないときよりもバレート優位な
状況を表わしている。とりわけ，情報を専有Lているメンパー1の期待効用が
大帽に増加している。メンバー1の消費計画をみると，入手した情報を利用し
て意思決定を改善していることが分かる。情報をもたないメンバー2の期待効
用が増加Lている原因とLて，次の2点が考えられる。第1に・メッセージ
ybがメンバー1に提供されるとき，2人の確率信念はその異質度を鉱大して
いる。2人の異質度が増大するとともに，交換取引による便益も増加していく
ことは先に指摘されたとおりである。第2に，メンバー1による意思決定の改
　　　　　　　　豪15　メソパー1の私的不完全情報システムη
㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＾＿＿＿＿’｝＾・…一一・’一一一・…　一一・・一一’」
　　㌫後碗率　　均衡価格　　消　費　蓄十　画＼㌧1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’凹一’｝一一
　　　y＾　　　　　yb　　　　　yo　　　yb　　　　y＾　　　　　　yo
　　1　2　1　2　　　　　　　1　2　　1　2＼．一＿、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一．一一…一一＿一一…・r・…・一一…一・一一・一一一・’’・’…■一■’…’’
　　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　1　150　50　150
　3ん　’加　1加　・μ　　　03伽　　101／・0　7・血畑　㎜加・　，00／101伽1・帆
＼し、、二／・・μ　ユ㌧＿竺＿竺L∵世、∵竺L二土
　軸・（C引η）＝6．4062，EU。（Cま）＝8．5600
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善は，均衡価格の形成に相互作用的な影響をもたらしながら進められる。均衡
価格はメソバー2にとっても受け入れられる以上，メンバー2はメンバー1に
よる意思決定の改善の影響下にあると書える。
　それとは逆に，メソバー2が不完全情報を専有するようになれぱ，メンバー
1との立場が逆転し，メソパー2にとってより優位た結果がもたらされる。表
16に示されているように，メソバー2の期待効用は，表15のそれよりは大きく
なっており，メソバー1の期待効用は逆に小さくなっている。しかL，メ：／バ
ー1にとっても，情報が存在しないときよりもこの状況における方がより望ま
しい結果になっている。
衰16　メソバー2の私的不完全情報システムη
　專後確率　　均衡価格
　　y皿　　　　　　　yb　　　　　　　　　　y皿　　　　yb
1　　2　　　1　　2
　　　　　　　　　　　　　1　　　　1
1μ　1㍗珊　　1わ　　’／11　　　　唖伽　　　30加
1／・1／・・　1μ　η1・　　・伽　・O伽
EU1（C王）＝6．3880，　EU2C麦Iη）＝8．5691
　　消　　費　　計　　薗
　　yo　　　　　　　　yb
　1　　　2　　　1　　　2
50　150　50　　150」
1宮o加7　τ20加　　11017　　　24o／7
脚O加　　100／l0　3帥畑　　’’1，OOノ醐
　表16において，メンバー2の効用増加分が小さい理由としては，メソバー1
に比べて，メソバー2の事前の不確実性の程度が低いために，情報の効果が小
さいことや，限界効用逓滅の法則が働らいていることが考えられる。いずれに
せよ，異質な確率信念をもつ両老にとって，’自らが情報を尊有した方が他考に
よって専有されるより大きな期待効用を得ることができる。したがって，他考
に越されるよりも自らが情報を獲得したいという経済的なイソセソティブが存
在する。そして，いずれが情報を獲得するにせよ，公開されることなく偏在し
たままであるとき，その情報が杜会的に経済価値をもつ，という繕果がむかれ
る。
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6．　縞　び
　合理的な1人の意思決定老あるいは複数の意恩決定者が同一の価値体系と同
質の確率僖念をもって結集したチームにとって，任意の情報は，完全情報を越
える経済的な粗価値をもたらすことはなく，そしてまたその価値は決して負に
なることもない。それゆえ，情報の粗価値が清報のコストを上回り，純価値が
負にならない限り，その樽報は提供されるぺきである，という結論が導か加，
る。
　Lかしながら，以上の緒論は，複数の意思決定老が自己の周標を追求すべく
参加する行動選択の状況において，修正されねぱならない。他著の選択する行
動によって自らの利得が影響を受けるような競争的ゲームの状況において，よ
り精細な情報システムを利用することが，かえって不利な繕果をもたらしうる
のである。本稿における分析とは異なり，このような不利な結果は，ゲームの
参加者が同質的な選好関数と同質的な確率僑念をもつ場合にも起こることが示
されている〔Baiman，1975〕。そこでは，生起する自然の状態に依存してゲー
ムの参加老が直面する決定の場が変わる，という特徴がみられ飢樽報システ
ムが生起する自然の状態についてなんらかの情報を利用者に伝達するならぱ・
利用者は受け取る情報に応じて自らの戦略行動を選択す飢ところが・競争的
なゲームの決定状況においては，相手は他者の戦略的行動に対抗して自らの行
動を選択するのであるから，この遠関の過程をたどれぱ。自己の利用する情報
システムが，相手の選択する行動に影響を及ぽすことに気がつく。したがっ
て・このような状況に直面した意思決定者は，競争相手の行動への影響を考慮
して，利用する憎報システムを選択しなげれぱならない。
　本稿での分析は，最も単純化された経済杜会を表わすモデルではあるが・複
敦の意思決定者が不確実性の下において消費計画を選択するときに・情報がい
加なる効果をもたらすかについて検討することであった。意思決定の状況は・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　837
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ゲームにおけるように競争的ではないが，自者の行動選択が他者のそれに影響
を与えるという相互依存の関係を含んでいる。
　意思決定者の特質を，選好関数と確率信念とによって表わすこととし，それ
らが同質的か異質的かによって区分される3つのケースについて，情報分析が
試みられた。自然の状態について知らせる情報が，完全であるか不完全である
かの区別は，3つのヶ一スにおいて本質的な相違をもたらすものではなかっ
た。情報が公開されるか私的に専有されるかの遠いが，メンバーの厚生に決定
的な影響を与えることが示された。すなわち，どのようなヶ一スにおいても，
私的に情報を専有することは，最も優位な繕果をもたらすという意味で，情報
獲得のインセンティブが存在する。しかし，情報をもたないメソバーの厚生も1
同時に改善されるために，情報の專有者がそのコストを負担するのであるなら
ぱ・そのコストの大きさ次第では，他者によって専有されることの方を望むこ
とにもなろう。いずれのメンバーにとっても，情報が公開されることは何らの
経済的価健をもたらすものではない。とりわげ，メンバーの確率儘念が異質の
ものであるときには，情報の公開はメソバーの厚生を損なうという結果になっ
てしま㌔異質のメンパーによる交換取引から便益が生れる経済杜会において1
異質性を減少させる働きをする情報の公開は，コストの負担が免除されるとし
ても・経済性の点でメンバー達にとって望ましいものとならないことがあると
いう現象を。本稿の分析は明らかにしている。
注（1）ア日一の「不可能性定理」をめく・っての会針政策論については，辻（1979）を今照
　　されたい。
　（2）井尻（1984）はアメリヵにおける会言十原則の設定に関する政治，経済および法律箇
　　からの関与について論及し，会竃十の進むぺき方向について洞集を加えている。
（・）Hi・・hl・if・・（1971）の基本となるモデルとそれト部概したD㎝。ki（1974）の
　　モデルに依拠している。菊地（1983）に具体的な数値例による分析があげられてい
　　る。
（・）不確雛が存在する世界では、鮒るいくつかの状態が生起しうるから，その紬
　　が異なれぱ財も異なるというように，財の定黎が拡犬解釈される。
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（5）堪木的な怖・報分析についてはむ塚外（1985）を参照されたい。
（o〕．表4においてE（P乱）；（㈹（3）十（2μ）（1ノ・）＝2，E（P・）二（里加）（5μ）十（・／巧）（腕ん）＝mノヨll
　　より，　E（臥）／E（Pij）＝ヨμ　となり，表2における　P＾ノPb1丑ノ5　と等しくなる。
（7〕　火12占こおけるより　も碑主率憎念の異質怜が璃加1し，　ψ1（s皿）昌V届，　φ1（sb）三｛μ，　φ2（s、、）
　一、～，φヨ（Sh）一加と仮定される場合の分析赫．果は下表にまとめられる。
初j靱則オ産確 均　　衡　　　伽五　　将｝　　　　　　矛肖　　　塞芝　　，汁　　　繭
1　　　　2　　　　　1
100　　　100
　　　　　　　50　　　　』’㌔
　　　　　　　30　　　　｛戸
｛加
］パ
1　　　　　　　　50　　　ユ50
1二！加　　　　　　　　　　凸o／13　　　田oo／H
㍉』　　　　　　　　　一雪o、㌧　　　　ω〃
EU1（Cf）士6．4547，　EU空（C室）・＝8．5870
　娠も異質性が商くなるのは，亙いに反対の状態が生起すると信じている場合であろ
う。」下炎に要約されるように、この場合両者の期待効用はさらに増加している。
初期鮒産　確　率　均衡伽裕　消費計圃
　　1　　　2　　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　2
　100　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　50　　　　　150
　　　　　　　　50　　　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　50
　　　　　　　　50　　　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　　　　　凸ノー罰　　　　　　　　　　　　30　　　　　　0
EU1（C芋）＝7．3132，　EU茗（C麦）＝8．9227
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